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前年度の状況

•操舵の原因不明の誤動作 多数

•操縦桿ニュートラルに戻らない

•機速計精度でてない

•高度計間に合わず

•まともに使える計器は回転数計だけ…

•パートとしての運営ができてない

•電池等の管理も不十分



で ん そ う

安心☆安定の 操舵
未来に役立つ ログ作り☆

ず



2015 目標

安定性の確立

新規技術の獲得

知識・技術・経験の継承



2015電装概要 それぞれ独立した操舵・計測システム．



操舵系

• システムチェック
• 操舵角の確認
• 操舵角の幅，ニュートラルの設定

パネルを操作して
即座に“見える”操舵基板．

ＴＦでスムーズな運用を可能に．



•操作角が十分な

ジョイスティックの採用．

握りやすく加工．

• ニュートラル自動復帰を可能とした．

パイロットの“機微”を
機体に伝える操縦桿．

操舵系



•作り方の統一

• ダブルチェック

•合格ラインの大幅な引き上げ

• “疑わしきは全て罰する”

⇒断線・接触不良を撲滅

信頼のおけるケーブル．

信号線



計測系
機体の状態を検知するセンサ

回転数計 機速計 高度計
昨年通り光学式を採用．
⇒精度◎

風洞更正．
風車を小型に変更．
⇒精度◎

10ｍ以上の測定に成功．
⇒精度◎ 2ｃｍ刻み



計測系
機体の状態を検知するセンサ

姿勢角計 ＧＰＳ 表示器
3軸ジャイロ，加速度地磁気
センサを搭載したモジュール．
⇒精度△

データをＳＤに保存し 機速・回転数・高度・ロール
角を表示．



• テストフライトにおける
操舵動作の安定，
各計器のログ作成

• リチウムポリマー電池使用マニュアル作成
• バグ一覧表作成
• でんそうずノートの活用
• 基板運用マニュアル作成
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成果
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安定性の確立

新規技術の獲得知識・技術・経験の継承

新規技術の獲得知識・技術・経験の継承

安定性の確立

初回ＴＦ以降
鳥コン含めてバグなし．
ケーブル製作方法の確立．

ＧＰＳ，姿勢角計への挑戦．
ジョイスティックの採用．

バグとその解決法を文書化．
マニュアル製作．



課題
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安定性の確立

新規技術の獲得知識・技術・経験の継承

新規技術の獲得知識・技術・経験の継承

安定性の確立 防水，防湿．
ノイズ対策．

ＧＰＳ・姿勢角計の改良．
フライトシュミレータ．

後輩教育．
資料・マニュアルの引継ぎ．
パート内連絡



最後に

•暖かいご支援・ご指導ありがとうございました．

•これからの電装パート でんそうず32☆33が2015年度の結果を
踏み台にして飛躍していってくれることを願ってやみません．

•どうかこれからも未来のでんそうずへの応援よろしくおねがいし
ます．



ご清聴ありがとうございました

続いて32代からです


